
イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

学 校 園 紹 介

　のぞみこども園では、様々な体験の中で自分の気持ち
に気づき、表現することや、人とのかかわりの中で相手
の気持ちを感じることができるような、心の触れ合いを
大切にした仲間づくりをめざし、日々の保育に取り組ん
でいます。
【めざす子ども像】
●友だちを思いやり、認め合う子ども
●人の話しを聴き、自分の思いを表現できる子ども
●興味をもって取り組み、やり抜く子ども
●自分で考え、自ら行動できる子ども
【大切にしていること】
季節のあそび…コロナ禍での保育で、
活動や行事も縮小されていますが、
そんな中でも、その季節にしかでき
ない遊びを楽しめるよう工夫して取
り組んでいます。
　七夕会では「星空ツアー」と題して、
七夕の夜を遊戯室に設定し、クラスご
とにツアーを体験しました。光る星や
等身大の織姫、彦星の様子を間近に見
て楽しみました。
　夏のプールは中止になりましたが、水遊びで思い切り
気持ちを開放して遊べるよう、衛生面など十分対策をと

りながら取り組みました。形は変わっ
ても、友だちと楽しい思いを共有し、
かかわりをもつことで、相手の気持
ちに気づき、考えて行動できる子ど
もになっていってほしいと思います。

　北中小学校が、ふわふわ言葉の取組を始めてから、も
う10年以上になります。相手を励ますあたたかい言葉を
使うことによって、自分も相手も嬉しい楽しい気持ちに
なり、自尊感情が高められるとされています。これまで
に、「ふわふわ言葉の歌」が作られたり、イメージキャ
ラクターの「ふわりん」が登場したり、インパクトのあ
る活動をしてきました。
　今年度も代表委員会（児童会）が、
ふわふわ言葉を広める活動をしてい
ます。ふわふわ言葉を使ったり聞い
たりして、よい気持ちになった時の
ことを手紙に書いてポストに入れて
もらう「ふわふわ日記」。ふわりんの
カードにふわふわ言葉を書いて、それをつないで掲示す
る「ふわふわ列車」。これらの取組を代表委員の子ども

たちがクラスを回って説明し
ていました。
　コロナ禍の中で、いろいろ
な活動に制限がかかってい
ます。大人も子どもも、余裕
がなくなるとついイライラし
てしまいますが、一呼吸お
いて焦らずに、ふわふわ言葉
を使って、穏やかに過ごして
いってほしいと思います。
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